
平成２６年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）１対１対談の主な発言内容 平成26年10月21日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 伊勢市 対談項目１
防災対策の支援

南海トラフ地震対策
にかかる市町支援に
ついて
高知県の例について

・県は「新地震津波対策行動計画」を策定
して、きめ細やかな対策をしていただいて
います。
・高知県の災害支援のあり方を三重県でも
作っていただけないか、要望したいと思っ
ています。

・高知県のマニュアルは、国のマニュアル
に若干手を加えて作られたものと聞いてい
ます。

2 伊勢市 対談項目１
防災対策の支援

県の支援について
（県として統一した
基準の策定、県営施
設の災害時における
位置付けの統一化、
交付金の創設、津波
避難タワー設計の手
引の作成について）

・要援護避難者の名簿の作り方、障がいの
ある方のサポートのあり方、防災施設のあ
り方等について、市町が独自に頭を悩ませ
て構築して対策をしている状況です。
・津波避難施設の建設に係る技術的支援を
お願いします。
・防災施設の財政的支援をお願いします。
・市町を越えた広域での課題（避難情報の
発令のあり方や要援護者の台帳、生活支援
等）への支援をお願いします。市町の連携
の在り方（医療のネットワークや防災資源
の可視化等）についてのテーブルを構築し
て情報交換させていただきたいと思ってい
ます。

・津波避難施設に係る技術的支援について
は、県としてはまず、「避難所運営マニュ
アル」や「Myまっぷラン」による「津波避
難に関する三重県モデル」といった自助公
助についてのマニュアルを先行させたいと
思っています。技術支援については、市町
の皆さんの意見を聞きながら考えていきた
いと考えています。
・財政支援については、「地域減災力強化
推進補助金」があるので、市町の実情や
ニーズを見ながら、補助金の見直しをして
いきたいと考えています。
・広域課題への支援については、南勢志摩
管内や伊勢志摩定住自立圏の枠組み等で情
報を共有するようなテーブルを構築してい
きたいと思っています。

3 伊勢市 対談項目２
医療体制の充実

医師・看護師確保

・県立看護大学の地域推薦枠の緩和と受入
をお願いします。

・推薦入試については、評定平均値を4.5か
ら4.3に見直したところなので、今後、成果
を検証しながら必要な取組を行っていきま
す。
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対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

4 伊勢市 対談項目２
医療体制の充実

新病院建設に対する
支援

・新病院の建設にあたり、医療施設耐震化
基金の増額支援と、建設費の高騰に対応で
きるよう交付税算定の見直しを国に要請し
ていただくようお願いします。

・平成20年に出された「公立病院に関する
財政措置のあり方等検討会報告書」によ
り、病院建物の建築単価が一定水準を上回
る部分について、普通交付税の措置対象か
ら除外されているところですが、昨今の建
設費の高騰等からも、国の財政措置の拡充
について、今年11月の国への提言・提案の
中に盛り込んでいきたいと考えています。
・また、医療施設耐震化臨時特例交付金の
継続についても、提言の中に盛り込んでい
きたいと考えています。

5 伊勢市 対談項目２
医療体制の充実

新病院がめざす医療
機能を反映した地域
医療ビジョンの策定

・来年度の地域医療ビジョンの策定につい
ては、災害対策の視点を盛り込んでいただ
きたいと思っています。

・地域医療ビジョンを策定するにあたって
は、病床コントロールだけでなく、自治
体、学識経験者、病院関係、医師会の皆さ
んとの協議の場を地域ごとに設けて、検討
していきたいと考えています。

6 伊勢市 対談項目２
医療体制の充実

災害拠点病院取得に
対する支援

・DMATの隊員養成機関が東京と兵庫にしか
ないため、中部地区に養成機関を誘致して
いただきたいと思っています。

・DMATについては、今、県で13医療機関18
活動可能チームがあります。今後も増やし
ていく必要があることから、研修受講を希
望する医療機関に対して受講機会を確保す
ることについて、11月に行う国への提言・
提案の中に盛り込んでいきたいと考えてい
ます。
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